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16．Ga－67集積を示した胃病変
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　Ga－67　scintigraphyにおいて胃集積があると診断した

24症例について，胃病変とその集積のpatternによる

病変の相違の有無に関し，retrospectiveに検討した．

　その結果，24症例中，胃悪性リンパ腫7例，胃癌4

例，胃炎2例，胃潰瘍2例，胃摘後吻合部膿瘍1例，胃

病変なしが8例であった．

　胃集積のpatternによって4型に分類するとfocal，

irregular　patternではmalignancyの可能性が考えられ，

特に悪性リンパ腫は後者であることが多いと考えられた．

また，rod，　wall　patternでは腸管との鑑別が問題となる

がmalignancyの可能性は少ないと思われた．

　上腹部では生理的集積とその解剖学的複雑さのため，

胃集積の判定が困難な場合もあるが，集積のpatternに

よってはmalignancyの存在を十分考慮する必要がある．

17・骨・軟部組織腫瘍の67Gaスキャン
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　原発性骨腫瘍26例，軟部腫瘍36例の計62例に，67Ga

スキャンを施行し，有用性を検討した．症例は良性38

例，悪性24例で，結果は悪性腫瘍では24例中20例，

83・3％に集積し，組織別では，悪性骨腫瘍で8例全例

が集積したのに対し，悪性軟部腫瘍では16例中12例，

75％のみ陽性で，また良性腫瘍でも38例中12例，約

32％に集積し，鑑別に用いるには心許ない結果であっ

た．悪性腫瘍でのdecision　matrixは，　sensitivityは83％

と良好だがspecificityは68％と低く，全体でのaccuracy

は74％にすぎない．GaとTlの組み合わせによる検

討では，両者とも陰性の場合を良性とするなら，その

specificityは100％となる．

　軟部組織腫瘍では，neurogenic　tumorにおいて5例

中4例に集積が認められ，特徴的であった．

18．悪性黒色腫のGa－67とH231MPの比較
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　脳血流測定用放射性薬剤として開発された1－1231MP

ははやくから悪性黒色腫への集積の可能性が言われてい

た．一方，悪性黒色腫はGa－67の良く集積する腫瘍と

して知られていた．そこでわれわれは両者による検査を

11症例に施行し，根治術後のfollow　up検査の6例（A

群），根治術前検査の5例（B群）の2群にわけて比較検

討を加えた．投与量は1－1231MPが3mCi，　Ga－67が

2mciでほぼ同時期に施行した．その結果，　A群では

1－1231MPで胸部（肺）の病変を指摘しえなかったほか

は両者とも良好な結果を示した．しかし，B群では原発

巣および転移巣（所属リンパ節）の検出能は1－1231MP

がGa－67より優れていた．また両検査の併用はより有

効であると考えられた．

19．1311・metaiodobenzylguanidineの集積を示さなかっ

　　たparagangliomaの一例
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　1311－MIBGシンチグラフィにて明らかな異常集積を

認めないクロマフィン穎粒の豊富なparagangliomaを

経験した．1311－MIBGは，褐色細胞腫においてfalse

negativeが10－20％あることが知られており，その原因

は明らかにされていない．今まで考えられている1311－

MIBGの集積を減少させる原因としては，1）レセルヒ゜

ンなどの薬剤による影響，2）腫瘍内のカテコールアミ

ンのrapid　turnover，3）ノルアドレナリンとの取り込み

の競合，4）少ない腫瘍内の頼粒である．本症例におい

て1），4）はあてはまらず，血中および尿中ノルアドレナ

リンが高いことから2），3）の原因が推定された．
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